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阪急嵐山駅から渡月橋に向かいます。


白い。なんだか雪国に来たみたい。
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ひと月ほど前には、赤やオレンジに彩られていたはずです。


清滝あたりに行くともっとすごいことになってそう。


清滝行きのバスを待っている人は、冬山の装備でした。


わたくしは遠慮いたします。
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あの小倉山のふもとあたりに行く予定。


カワウ並んどるなあ。寒いだろうなあ。
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昨日のテレビでは、この渡月橋の上の横殴りの吹雪の様子が


放送されていました。


行ったら死んでたな。っていうか写真を撮れる状態ではない。


灰色しか写らない。


 


ちなみに、橋の上というのは、風のせいで普通の道路より


凍結しやすいそうです。
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いい具合に日が差して来たな。
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キミ、びしょびしょなんじゃないの？
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やばい、絶対落ちてくる。


今日は軒下歩かない方がいい。
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一度落ちて、また積もったのかな。


どこからか、風花が飛んでくる。
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凍った池なんて初めて見たよ。
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天龍寺の石庭みたい。
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竹に雪折れなし、、、あれは柳か。
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落柿舎


でも、やっぱり信州にでも来たような気がする。
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山茶花も大変だよ。


もうちょっとの辛抱だからね。午後にはきっと融けるから。
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さてどこに行こうかと、歩いていましたが、


総門から覗き込んだ参道がすごいことになっていたので、


二尊院にお参りさせていただきました。


ここの参道は紅葉で有名です。
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わーっはっは。あり得ん！













        [image: ]













        [image: ]


 


また降り出した。


お坊さん、貼るカイロとか貼ってるんだろうか。
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二尊院さんは、釈迦如来と阿弥陀如来の二尊を


祀っているそうです。


なるほど。それで二尊か。


ガイドはちゃんと読まないとね。
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これは後柏原天皇の勅額


応仁の乱後、天皇や公家の権威も財政も右肩下がりの


時代に即位したんですねえ。
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まだ上がある。しかも、今日はまだ誰も行っていない。


一応ブーツ履いて来たんだけど。
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おいおいー。


やばそうな雪が落ちて来やがる。フードかぶって行こうっと。
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白いきのこの山？
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ひざ下まであるんですけど！


北陸あたりの温泉で、雪でも見ながら露天風呂とか


考えてたけど、もう雪はいいや。
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登ったら、下らなければならないということを


忘れていたよ。やばい。段ボールか何か、ないかなあ。
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あんこ好きのわたくしには看過できない石碑が！


そうか。この小倉山のあたりが発祥の地ということらしい。


”ここ”で作ったんじゃないのね。
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風花を見るたびに、ロックアウト中のキャンパスで


見上げた空を思い出す。


さぁ。


観光客がどっと押し寄せる前に帰りましょう。
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帰りは落柿舎の前を通って帰ります。


何という柿だろう。
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今日１日ぐらいなら、雪に閉じ込められるのも


いいかも、ですね。
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